




「播磨町地域公共交通計画」の策定にあたって 

 
 
本町  面積 兵庫県内最小 約９           町 

    小  町域 鉄道駅 ２    交通至便        
         発展          新島 臨海部  製造業
 中心   企業 集積     町外  訪  人 多  幅広 
世代 交流       

近年 全国的 人口減少 少子高齢化       社会構
造 変化  公共交通 取 巻 状況  影響 与     本町

     鉄道 路線   利用者減少 乗務員 人材不足      公共交通 維持     
難             環境問題 ＳＤＧｓ  関心 高    公共交通   方 影響 与 
          

     中 国  令和 2 年（2020 年）11 月  地域公共交通活性化及 再生 関  法
律  改正   地域 移動手段 確保     様々       細   対応  方針 示  
    本町      公共交通 重要性 改  認識    維持 活性化 向  積極的 取 
組  求           令和 ６（2024）年度  ５年間 計画期間   公共交通    
        播磨町地域公共交通計画  策定      

本計画 定  基本方針 “移動     ” 生 出 “       ”     創  地域公共交
通  基   住民 交通事業者 行政 連携 協働    誰        安心  利用     
      創出  公共交通 構築     施策 推進          一層  理解  協
力  願        

最後        本計画 策定     播磨町地域公共交通活性化協議会 皆様     
     調査 意見交換会  多   意見  協力        住民 皆様及 関係者 皆様
  心  感謝申 上     

 
播磨町長 
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1. 計画概要 

1.1 背景と目的 

鉄道 路線       等 公共交通  住民 通勤 通学 通院 買 物         
日常生活    移動手段   重要 役割 担          全国的          
（＊1） 進展 人口減少 少子高齢化 進行     公共交通 利用者 大幅 減少   
 傾向    公共交通 取 巻 状況 厳   増       

近年   新型       感染症 拡大以降 生活様式 変化     公共交通利用
者 減少    交通事業者 取 巻 経営環境 悪化 拍車           等 交通事
業者   乗務員不足   全国的 路線   減便 路線 廃止 相次       

本町  町内 運行  路線  運行  補助 実施       依然   事業者 多額
 赤字 負担    運行     今後 利用者 減少 続 場合   路線   減便 路
線 廃止 懸念   状況   本町     公共交通 維持 確保 改善 喫緊 課題  
        高齢者等 外出支援 目的       料金助成券交付事業        
住民 移動手段 確保 図 取 組  実施       

一方  本町 一部 地域 鉄道駅   停  一定 距離    公共交通 利便性 低
 地域（公共交通空白地域）      高齢者 障     方 学生  移動手段   
  方        公共交通     拡充 課題         

国  地域自  移動    踏   交通       持続可能 運送     提供 確
保 資  取 組  推進     令和２年（2020 年）11 月  地域公共交通 活性化
及 再生 関  法律  改正       改正    地域 運送     持続可能 提供
 係 基本的 方針 定   地域公共交通計画  策定 努力義務化   公共交通 対 
 行政 関与  地域 主体    公共交通 維持 確保 重要性 高        

    背景    播磨町地域公共交通計画 （以下 本計画     ）  公共交通 関
                     関  施策 連携  将来     持続可能 公共交通
体系 確保 実現     目的 策定        

 

1.2 計画期間 

計画期間  令和 6 年度（2024 年度）  令和 10 年度（2028 年度）   5 年間 
     

   目標 達成状況  社会 経済情勢   変化等 応   必要 見直  行     
    

 

1.3 計画の区域 

計画 区域  播磨町全域       
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1.4 計画の位置付け 

本計画   第５次播磨町総合計画   播磨町都市計画         上位計画    
     整合 図    関連分野 施策等  連携 図       本町 公共交通施策 
方向性 定        

   本計画  交通政策基本法  基本理念     令和２年（2020 年）11 月 一部
改正    地域公共交通 活性化及 再生 関  法律  基  法定計画    

 

 

図 1-1 播磨町地域公共交通計画の位置付け 

 
   本計画 位置付  施策 通  持続可能 開発目標（SDGs）（＊2）   達成 貢

献     
 

 

図 1-2 関連する SDGｓの目標 

第５次播磨町総合計画 播磨町都市計画マスタープラン
【上位計画】

【他分野との連携】
まちづくり 福 祉 など

播磨町地域公共交通計画
〔公共交通のマスタープラン〕

環 境

準拠

連携

整合・調和

【根拠法令】
地域公共交通の活性化
及 再生 関  法律
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2. 公共交通を取り巻く現状 

2.1 播磨町の概況 

本町  兵庫県南部 中央 位置  神戸市 中心部  西側 直線距離 約30km 臨
海部    南 瀬戸内海 東 明石市 西 北 加古川市 隣接       

町内  JR土山駅 山陽電鉄播磨町駅 2  鉄道駅    神戸  40分 姫路  30分
 位置       

面積 9.13km2 兵庫県 最 小      多  公園施設 文化施設     施設  
 社会資源 配置                          播磨灘 埋 立     新
島   東新島 一部 形成      町域 約3割 占       

 

 
出典 播磨町都市計画       （令和 4 年（2022 年）3 月） 

図 2-1 播磨町の位置 
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2.2 上位・関連計画 

2.2.1 第 5 次播磨町総合計画 

令和３年度（2021年度）        第５次播磨町総合計画  本町 10年後 将
来像           笑顔                        実現 向  3  基
本政策 6  方向性 定       

基本政策     基本政策2 身近 自然環境 快適 住環境 調和          
 方向性1           （都市基盤 住環境）  中  公共交通 維持･確保  挙 
     地域公共交通 維持  誰  安心  外出                分野 目指 
      （将来像）   示       

出典 第５次播磨町総合計画 

図 2-2 第５次播磨町総合計画の体系図 
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出典 第５次播磨町総合計画 

図 2-3 まちづくり分野「公共交通の維持･確保」における 

目指すべきビジョン（将来像）と施策展開の方向性 
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2.2.2 播磨町都市計画マスタープラン 

播磨町都市計画         令和4年（2022年）3月 策定   第５次播磨町総合
計画 掲  将来像 踏   都市    目標 未来     持続可能            
   住         定    実現 向  6  都市    基本方針 設定       

将来都市構造  播磨町 将来 姿 示        地域      土地利用 方向 
示       都市機能 中心的役割 果   拠点      結     軸  ３  要素 
   構成      地域特性 生      （土地利用）      拠点 様々 都市機
能 集約   軸   連携 図 形 都市構造 目指         

   6  都市    方針     2 都市交通 関  方針    公共交通    鉄道 
      関  取 組  方向性 示       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典 播磨町都市計画       （令和 4 年（2022 年）3 月） 

図 2-4 播磨町都市計画マスタープランにおける将来都市構造図 
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出典 播磨町都市計画       （令和 4 年（2022 年）3 月） 

図 2-5 都市づくりの方針「都市交通に関する方針」における鉄道とバスの取り組みの方向性 
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出典 播磨町都市計画       （令和 4 年（2022 年）3 月） 

図 2-6 都市交通の方針図 
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2.3 人口 

2.3.1 人口の推移 

人口  平成7年（1995年）以降  横    令和2年（2020年）  33,604人  
      将来的   生産年齢人口（15 64歳） 減少     総人口 減少     
予測   高齢化    進行     予測        

 
※総人口 年齢不詳人口 含  
出典 （令和 2 年（2020 年）以前） 国勢調査（＊3） 

（令和 7 年（2025 年）以降） 国立社会保障 人口問題研究所   人口推計結果 
（令和 5 年（2023 年）12 月公表） 

図 2-7 年齢 3 区分別人口の推移と将来推計 
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2.3.2 年齢階層別人口割合の推移 

高齢化率（65歳以上 人口割合） 増加傾向  令和2年（2020年）時点 27.3％ 
      超高齢社会（高齢化率 21％以上） 突入       

年少人口（0 14歳） 減少傾向    令和2年（2020年）時点 14.2％      
  今後    少子高齢化（＊4） 進行     予測        

 
出典 （令和 2 年（2020 年）以前） 国勢調査 

（令和 7 年（2025 年）以降） 国立社会保障 人口問題研究所   人口推計結果 
（令和 5 年（2023 年）12 月公表） 

図 2-8 年齢 3 区分別人口割合の推移と将来推計 
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2.3.3 年齢別人口 

人口        年齢階層別人口 見   平成12年（2000年） 比  年少人口 生
産年齢人口    0歳  39歳及 50歳  64歳 人口 減少       65歳以上 老
年人口 増加       

 
※各年 10 月 1 日現在 

出典 国勢調査（平成 12 年（2000 年） 令和 2 年（2020 年）） 

図 2-9 播磨町の人口ピラミッドによる年齢階層別比較 
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2.3.4 町丁目別に見た高齢化率 

町丁目別 高齢者割合 見   多数 地域 高齢化率 21% 超過        北古
田一丁目     40％ 超過    地域 見受       

出典 国勢調査（令和 2 年（2020 年）） 

図 2-10 町丁目別の高齢者割合 
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2.4 土地利用状況 

2.4.1 土地利用状況 

主 北部   中部 住居系 駅周辺 幹線道路 沿道 一部 商業系 新島 東新島 
含 南部 工業系 土地利用         

   町内   公園 緑地 農地 河川   池 海辺   身近 自然環境 豊富 存在
       

 
出典 播磨町都市計画       （令和 4 年（2022 年）3 月） 

図 2-11 土地利用状況 
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2.4.2 公共施設の立地状況 

役場周辺   図書館 中央公民館 福祉会館  主要 公共施設 立地      南大
中   健康         福祉           保健 福祉施設 集積       

   町内  公園 文化系 施設              系施設  多様 公共施設 立
地       

 
出典 播磨町公共施設等総合管理計画（個別計画）（令和 6 年（2024 年）3 月） 

図 2-12 公共施設の立地状況 
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2.4.3 主な施設の立地状況 

本町    買 物 可能 施設  JR土山駅南側 複合商業施設 BiVi土山      
食品                  町内各地 立地       

医療施設  JR土山駅南側     病院      町内各地 診療所 立地       
 

 
（令和 5 年（2023 年）12 月時点） 

図 2-13 主な施設の立地状況 
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2.4.4 道路ネットワーク 

東西方向  国道250号（明姫幹線） 町域中央  県道明石高砂線（旧浜国道） 町
域南部 通     東 明石市 神戸市  西 姫路市 加古川市 結       

   町域北側  近接  国道２号 国道２号（加古川    ） 通過       
南北方向  県道本荘平岡線 西側 加古川市  国道250号（明姫幹線） 経由  

県道明石高砂線 接続       
    播磨臨海地域 東西 結 新  路線    国道2号（加古川    ） 渋滞解

消  災害時    冗長性 確保 図  播磨臨海地域道路  計画        
 

 
出典 播磨町都市計画       （令和 4 年（2022 年）3 月） 

図 2-14 道路ネットワーク 
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2.5 公共交通の概況 

2.5.1 公共交通ネットワーク 

鉄道  JR山陽本線（JR神戸線） 山陽電鉄本線 東西方向 通     町内  JR土
山駅 山陽電鉄播磨町駅 ２駅       

路線    神姫  （株）   運行       JR土山駅 北口 起終点   稲美町
 明石市 結 系統  南口 起終点   新島方面 加古川市 結 系統 運行     
   

乗用      JR土山駅 山陽電鉄播磨町駅     乗 場    他 公共交通機関 
運行     時間帯    住民 移動 及 来訪者 移動等 即時対応可能 移動手段 
   役割 担       

  加古川市 運行                     一部路線 JR土山駅南口 乗 
入       
  
①JR 土山駅  ②山陽電鉄播磨町駅 
 
 
 
 
 
 

 

図 2-15 町内の鉄道駅 

 
①JR 西日本 ②山陽電鉄 
 
 
 
 
 
 
 

 

③神姫  （土山駅南口） ④乗用    （土山駅南口）  
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2-16 町内を運行する公共交通 
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図 2-17 播磨町における公共交通ネットワーク 
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2.5.2 公共交通空白地域の状況 

本町 一部  駅   停 一定 距離 範囲内 存在   地域公共交通 利用    
地域    公共交通空白地域         都市構造 評価 関        （平成26
年（2014年）国土交通省）   鉄道駅  半径800m     停  半径300m 圏内
  公共交通沿線地域       本計画     該当   地域  公共交通空白地域  
  下図 示     

本町      町人口 約19% 公共交通空白地域 居住       多  北古田 
大中       町北部 居住       

 
表 2-1 公共交通カバー率の状況（令和 2 年（2020 年）10 月時点） 

地域 人口 割合 高齢者 割合 
公共交通沿線地域 27,337 81% 28％ 

公共交通 
空白地域 

北部 4,014 12% 28％ 
西部 1,888 6% 33％ 
南部 365 1% 42％ 

 

 
図 2-18 公共交通空白地域の状況 

  

 公共交通空白地域 設定方法  
●鉄道駅  半径 800m  駅勢圏   停  半径 300m    停勢圏   設定（上

図    地域） 
●各小地域 面積    駅勢圏     停勢圏         割合 50%未満 小

地域  公共交通空白地域     

別府駅 

播磨町駅 

西二見駅 

土山駅 
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2.5.3 鉄道の利用状況 

令和4年度（2022年度）の乗車人数は、JR土山駅が4,477千人/年、山陽電鉄播磨町駅

が847千人/年となっています。 

JR土山駅及び山陽電鉄播磨町駅ともに、平成31年度（2019年度）までは概ね横ばいで推

移していましたが、令和2年度（2020年度）には、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響に

より、JR土山駅及び山陽電鉄播磨町駅ともに前年度より約2割減少しています。令和2年度

（2020年度）以降は緩やかな回復傾向にあります。 

 

出典：播磨町統計書（各年版）  

図 2-19 鉄道利用者の推移 
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2.5.4 路線バスの利用状況 

町内 運行  主 路線   乗車人数  令和3年度（2021年度） 約52千人/年  
       

平成17年度（2005年度）  平成28年度（2016年度）    減少傾向 続  平成
28年度（2016年度）  平成31年度（2019年度）     概 横  傾向      
  新型       感染症 拡大   影響    令和2年度（2020年度） 拡大前 比
 約2割減少       

 
出典 播磨町統計書（各年版） 

図 2-20 路線バス利用者数の推移 
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2.6 パーソントリップ調査による人の動き 

        （PT）調査                            人         
目的         交通手段 利用   動        調査  人 1日 全  動    
  調査   京阪神都市圏   昭和45年（1970年）  10年間隔 調査 実施    
 直近  令和3年（2021年） 実施        

 
出典 京阪神都市圏交通計画協議会HP 

図 2-21 人の 1 日の動きのイメージ 

 
（用語解説） 

       
人   目的 持     地点      地点  移動  単位 
言  移動 目的 変     1          数     

          
     数 表 単位                       右図
 場合 矢印 数     （3     ） 矢印 両端（●+○） 
       （6        ） 相当     

 発生量 集中量  
  地域  出発   到着         地域 発生
量（単位     ） 集中量（単位     ） 呼  
   

 発生集中量  
  地域  出発              数    地域
 到着              数 合計 言     

 代表交通手段  
1        中      交通
手段 利用    場合      
  中 利用  主 交通手段 
代表交通手段 言    1 回 
     中 利用  交通手段 
   鉄道→  →自動車→二輪
車→徒歩 順  最 順位 高 
   代表交通手段       出典 京阪神都市圏交通計画協議会 HP 
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2.6.1 発生集中量の状況 

播磨町    発生集中量 推移 見   平成12年（2000年）     減少傾向   
   目的別   新型       感染症 感染拡大 影響   在宅勤務 普及      
出勤目的 業務目的（販売 配達等 仕事上     ） 移動 減少      一方 買 
物 通院等 自由目的 移動 増加傾向    高齢化 進行   今後   増加     
考       

 

図 2-22 播磨町における目的別発生集中量の推移 

 

2.6.2 外出率の状況 

人口 対  外出  人 割合（外出率） 見   生産年齢人口（15 64歳） 前期
高齢者（65 74歳） 約8割         75歳以上 後期高齢者 52% 高齢   
  外出 減 傾向             

 

 

図 2-23 播磨町における年代別の外出率  

52%

75%

78%

96%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75歳以上

65 74歳

15 64歳

5 14歳

出典 第 6 回近畿圏        調査（令和 3 年（2021 年）） 
 

出典 第 6 回近畿圏        調査（令和 3 年（2021 年）） 
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2.6.3 代表交通手段の状況 

代表交通手段別    数 推移 見   鉄道 徒歩  移動 減少      令和3年 
代表交通手段別 分担率  平成22年（2010年） 比  鉄道 徒歩 割合 減少  自
動車 割合 増加       

代表交通手段別発生集中量割合     周辺市町 比 自転車 割合 高 一方   
      利用         

図 2-24 播磨町    代表交通手段 推移 

 

図 2-25 周辺市町の代表交通手段別発生集中量割合 

 

出典 第 6 回近畿圏        調査（令和 3 年（2021 年）） 
 

出典 第 6 回近畿圏        調査（令和 3 年（2021 年）） 
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2.6.4 鉄道端末交通手段の状況 

鉄道端末交通手段（＊5）  見   JR土山駅及 山陽電鉄播磨町駅       徒歩 
最 多        土山駅     20% 公共交通  乗 継  見   一方  播磨町
駅  徒歩 93% 占     徒歩圏 利用者 多           

   周辺市町 主要駅 比    播磨町駅    徒歩 分担率 特 大          

 
 

図 2-26 播磨町及び周辺市町の主要駅における鉄道端末交通手段 

  

出典 第 6 回近畿圏        調査（令和 3 年（2021 年）） 
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2.6.5 町内々と町内外の移動状況 

周辺市町    移動     町内々 町内外 分  見   本町 町内々 移動 占 
 割合 35%    稲美町 次  2番目 低         

  本町 起終点   町外  移動 見   隣接  加古川市 明石市  移動 多  
次  神戸市 姫路市 稲美町 順         

 

図 2-27 周辺市町における町内々と町内外の移動構成比 

 
 

 

図 2-28 町内外の移動状況  

稲美町

高砂市

姫路市

西宮市

尼崎市

神戸市

明石市

播磨町
33,848

大阪市

加古川市

 東播磨地域 市町 示 （播磨町 除 ）

279

279

3,810

4,068
2,331

2,509

414

414

7,606

7,348

342

256

10,857 11,093

2,240
2,037

2,340

2,035

（単位     /日）

出典 第 6 回近畿圏        調査（令和 3 年（2021 年）） 

出典 第 6 回近畿圏        調査（令和 3 年（2021 年）） 
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2.7 住民アンケート調査の結果概要 

令和5年（2023年）8月  住民 公共交通 対      把握     住民     
調査 実施      

 
 調査日時  
 令和5年（2023年）8月4日 8月22日 
 調査対象  
 播磨町 6 月以上在住    16歳以上 住民 
 調査方法  
 住民基本台帳   無作為抽出   郵送配布･郵送回収 
 町丁目 年代別人口 応 均等 抽出 
 調査規模  
 16歳 64歳（非高齢者） 1000部 65歳以上（高齢者） 1000部郵送 
 回収状況  
 全 体 858部 回収率 43% 
 非 高 齢 者 299部 回収率 30% 
 高 齢 者 559部 回収率 56% 
 

2.7.1 普段の外出における課題の有無 

普段 外出    課題 有無 見   全体 28% 非高齢者 21％ 高齢者 31% 
外出 課題 感       

課題 感  外出目的  全体  町内   買 物   通院  町外   通院  多   
        非高齢者 町内  通院  町外  通勤  高齢者 町内 町外  買 物  
 通院  多  方 課題 感       

 

 
図 2-29 普段の外出における課題の有無 
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図 2-30 課題を感じる外出目的 

 

2.7.2 路線バスの利用状況 

路線   利用状況 見      利用    方（  利用  +時々利用  ） 全体 
7% 非高齢者 5% 高齢者 7% 留        

路線   利用目的  全体   買 物   通院  多       非高齢者  娯楽   
    高齢者  買 物   通院  目的   利用 多         

 
図 2-31 路線バスの利用状況 
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図 2-32 路線バスの利用目的 

 

2.7.3 路線バスの満足度 

2.7.2  路線  利用者（  利用  +時々利用  ）  路線   対  満足度 見
   全体 約9割 非高齢者 約7割 高齢者 約9割 不満（        不満+不満）
 感       

  路線   利用     必要 改善内容      年代     運行     最 多
         

 

  
図 2-33 路線バスの満足度 
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図 2-34 路線バスを利用するために必要な改善内容（上位 5 項目） 

 

2.7.4 将来の外出について 

将来的 外出先 外出目的 変化             年代  自動車 運転出来  
       最 多  次   身体機能 低下      多         

  公共交通  転換意向  将来 高齢        思   最 多       現在 公
共交通 利用         将来的 公共交通     高  可能性           
  自動車 過度 依存      施策 講  必要       

表 2-2 外出行動が変化するタイミング 

 

67%

30%

22%

25%

17%

55%

20%

27%

35%

17%

73%

35%

20%

19%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

   運行   

決   区間内 自由 乗降   

バス乗場の位置や時刻表等の分かりやすさ

鉄道 他   路線  乗継 

バスの運賃

全体(N=631, n=269) 非高齢者(N=215, n=93) 高齢者(N=416, n=176)

全体
(n=818)

非高齢者
(n=297)

高齢者
(n=521)

自動車 運転出来       47% 43% 48%
身体機能が低下してから 36% 30% 39%
変化しない 6% 3% 7%
退職してから 4% 7% 2%
就職してから 2% 6% 0%
その他 2% 1% 3%
子供が進学してから 1% 4% 0%
子供ができてから 1% 3% 0%
子供 独立    1% 1% 1%
結婚してから 0% 1% 0%
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図 2-35 公共交通への転換意向 

 

2.7.5 運転免許の返納意向 

高齢者 運転免許 返納意向 見   35%  返納      返納   良   回答  
   将来的  自動車 運転    方 増加 見込        免許返納後  利用可
能 交通手段 確保  必要       

 

 

図 2-36 運転免許の返納意向 

  



 

32 

2.8 バス利用実態調査の結果概要 

令和5年（2023年）7月  土山駅南口 起終点   路線  （3路線） 利用者 対
象  利用状況 把握     実態調査 実施      

 
図 2-37 バス利用実態調査の対象路線 

 

2.8.1 利用者数 

調査日   利用者数 合計 635人  土山駅南口 新島循環 路線 利用者 多 
一方  町域 跨 路線  1便   10人未満 利用者数 少          

 
表 2-3 バス利用者数 

 
  

路線 行 先 利用者数
（人/日）

1日運行便数
（便/日）

1便平均
（人/便）

土山駅南口 新島循環 新島中央公園前方面 439 28 15.7
加古川駅方面 45 7 6.4
土山駅南口方面 52 8 6.5
県立加古川医療    方面 62 7 8.9
土山駅南口方面 37 5 7.4

635 - -合計

加古川駅 土山駅南口

県立加古川医療    
 東加古川駅 土山駅南口
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2.8.2 利用目的 

土山駅南口 新島循環 路線   通勤目的 約9割 占       
加古川駅 土山駅南口 路線   通勤 買 物 順 多         
県立加古川医療     東加古川駅 土山駅南口 路線   通勤 通院 順 多   

      

 
図 2-38 利用目的 

 

2.8.3 バス利用者の移動実態 

(1) バス利用者の移動実態（土山駅南口～新島循環） 

土山駅南口 新島循環 路線   土山駅南口    新島内 起終点        約6
割 占       

 
表 2-4 土山駅南口～新島循環路線利用者の移動実態 

 

  

  

土
山
駅
南
口

新
島
内

播
磨
町
駅

そ
の
他
播
磨
町
内

計

土山駅南口 - 140 1 30 171
新島内 115 1 5 37 158
播磨町駅 50 - 50
その他播磨町内 28 31 1 60

計 143 222 6 68 439

降車  停

乗車  停

土
山
駅
南
口

新
島
内

播
磨
町
駅

そ
の
他
播
磨
町
内

計

土山駅南口 - 32% 0% 7% 39%
新島内 26% 0% 1% 8% 36%
播磨町駅 11% - 11%
その他播磨町内 6% 7% 0% 14%

計 33% 51% 1% 15% 100%

乗車  停

降車  停

人数 割合 
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(2) バス利用者の移動実態（加古川駅～土山駅南口） 

加古川駅 土山駅南口 路線    播磨町内 播磨町内       約2割（下表※1）
 留      半分以上  加古川市内 加古川市内  移動（下表※2） 利用     
状況    

 
表 2-5 加古川駅～土山駅南口路線利用者の移動実態 

 

 

(3) バス利用者の移動実態（県立加古川医療センター～東加古川駅～土山駅南口） 

県立加古川医療     東加古川駅 土山駅南口 路線    播磨町内 播磨町内 
      約3割（下表※1）         約半分 播磨町内 起終点       （下表
※2）         

 
表 2-6 県立加古川医療センター～東加古川駅～土山駅南口路線利用者の移動実態 

 

 

  

土
山
駅
南
口

播
磨
町
内

加
古
川
駅

東
加
古
川
駅

そ
の
他
加
古
川
市
内

土
山
駅
南
口

播
磨
町
内

加
古
川
駅

東
加
古
川
駅

そ
の
他
加
古
川
市
内

土山駅南口 - 9 0 2 1 12 土山駅南口
播磨町内 11 0 4 3 3 21 播磨町内
加古川駅 2 7 - 0 15 24 加古川駅
東加古川駅 0 2 0 - 1 3 東加古川駅
その他加古川市内 2 1 16 3 15 37 その他加古川市内

15 19 20 8 35 97 100%

播磨町 加古川市

計

計

計

計

播磨町

加古川市

播磨町

播磨町

加古川市

加古川市

34%

66%

35% 65%

21% 13%

14% 52%

降車  停

乗車  停

降車  停

乗車  停

土
山
駅
南
口

播
磨
町
駅

そ
の
他
播
磨
町
内

東
加
古
川
駅

加
古
川
市
内

土
山
駅
南
口

播
磨
町
駅

そ
の
他
播
磨
町
内

東
加
古
川
駅

加
古
川
市
内

土山駅南口 - 3 12 0 5 20 土山駅南口
播磨町駅 1 - 0 1 1 3 播磨町駅
その他播磨町内 9 0 8 5 8 30 その他播磨町内
東加古川駅 0 0 0 - 15 15 東加古川駅
加古川市内 2 0 1 10 18 31 加古川市内

12 3 21 16 47 99 100%計 計

加古川市播磨町

播磨町

加古川市

播磨町

加古川市

計計

36% 64%

46%

33% 20%

3% 43%

54%

播磨町 加古川市降車  停

乗車  停

降車  停

乗車  停

※1 

※2 

※1 

※2 

人数 割合 

人数 割合 



 

35 

2.8.4 運賃の支払い方法 

運賃 支払 方法 見   加古川市内方面  路線 現金 利用率 高  神姫   販
売  非接触IC    NicoPa  割合 低         

 
図 2-39 運賃の支払い方法 

 
 

2.8.5 バスの運賃支払許容額 

   運賃  300円 以上 許容   割合  土山駅南口 新島循環路線  約7割 
加古川市内方面  路線  約6割         

   400円 以上 許容   割合      路線 3割程度         

 
※参考値 土山駅南口 新島循環 土山駅南口-神鋼環境       前 

加古川駅 土山駅南口 土山駅南口-城 宮 
県立加古川医療     東加古川駅 土山駅南口 土山駅南口-播磨町役場前 

図 2-40 バスの運賃支払許容額 
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2.8.6 各路線の特徴 

  利用実態調査 結果   調査対象 3路線 特徴 以下          

(1) 土山駅南口～新島循環 

通勤時間帯 土山駅南口  新島  通勤目的      日中 利用者 少     土
山駅南口 播磨町役場前       拠点 公共施設 結 役割 担       
→新島  通勤需要及 鉄道駅 役場間      担 路線 

 

(2) 加古川駅～土山駅南口 

通勤目的 高齢者 中心   買 物等 日常利用 目的        担         
播磨町内 移動 町域 跨 移動 全体 約5割 占       
→通勤 高齢者 買 物等 多様 利用    広域 移動 担 路線 

 

(3) 県立加古川医療センター～東加古川駅～土山駅南口 

通勤目的 高齢者 中心   買 物 通院 利用 多  占  土山駅南口 播磨町役場
前間   拠点 公共施設 結 役割 担         播磨町内 移動 町域 跨 移動
 全体 約6割 占       
→通勤 高齢者 買 物 通院等 多様     広域 移動 担 路線  
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2.9 民生委員アンケート調査の結果概要 

令和5年（2023年）8月  住民 移動 関  困    把握     目的    町内 
民生委員 児童委員 対象        調査 実施      

 

2.9.1 自家用車による移動支援の実態について 

自家用車   移動支援 実態  14%      回答      移動支援 方法    
同居 家族      民生委員        病院  送迎  同居以外 家族   送迎 
       

 

 

図 2-41 自家用車による移動支援の有無 
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2.9.2 買い物の実情 

自身 商業施設等 買 物 行 方法 有無  31%      回答       
自身 商業施設 行 以外 買 物方法  移動販売 訪問販売 利用    方 最 多

         
 

 

図 2-42 自身で商業施設等に買い物に行く以外の方法の有無 

 

 
図 2-43 自身で買い物に行く以外の方法 

 

2.9.3 通院の実情 

自家用車   等   移動以外 医療機関 受診  方法 有無  74%      回
答      一方       回答  方 送迎 実施    医療機関等      利用  
  方 多        周辺市町 含 複数 医療機関 自宅  送迎     実施   
    往診 訪問診療 実施    医療機関 存在       

 

図 2-44 自家用車やバス等による移動以外での受診方法の有無 

77% (23)

40% (12)

23% (7)

7% (2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

移動販売 訪問販売 利用    

親族や近所の方に変わりに
買 物 行        

電話やインターネット等で
注文して届けてもらっている

その他
n=30
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2.9.4 公共交通を利用できない実態について 

住民 公共交通  利用          実態  39%  見聞          回答  
     

利用    理由     停  歩             停 一定時間待   困難  多
             水準 低    加  身体機能 低下   公共交通 利用     
出来  方 一定数            

 

図 2-45 公共交通を利用することができない実態の有無 

 
 

 

図 2-46 公共交通を利用できない理由 

  

63% (10)

50% (8)

31% (5)

31% (5)

31% (5)

25% (4)

19% (3)

13% (2)

0% (0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス停等まで歩くことができない

バス停等で一定時間待つのが困難

バス停等から目的地が遠い

運行  時間 目的     

   鉄道 乗 継  不便

運行時刻 路線 分     

運賃が高い

その他

設備がバリアフリー化されていない
n=16
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2.10 意見交換会の結果概要 

令和5年（2023年）10月  各種調査結果 踏  今後 播磨町 公共交通   方  
  考  意見交換会 実施      

 
 開催概要  

    

図 2-47 住民意見交換会の様子 

 
 主 意見（車 自転車 乗        出        播磨町      地域公
共交通）  

分類 主 意見 

路線   

 昼間 運行     時間帯    
    利用     住   近    停    
 加古川医療    行  出来 便利     
 行  使      帰  時間     （病院 診療時間 
合    等） 

 １時間 １本   生活 合      
     時       車 自転車 移動 限    
 町内 困    人      人 差 大   Taco      
  利用   人    

 明石市     高齢者割引 幅広 適用    

     

      予約 取     
 高齢者（夫婦等）  利用 多  予約時間 集中     
 月2 3回病院 行      券             
     券 使  出     町外  帰  来    

      道路整備 

          駅 ２     強  
 道           歩道 斜      多  安全安心 外
出     車椅子 通    車椅子 自転車  外出機会 
減         

 道路 段差 改修      
 土山駅周辺 坂道 歩   大変 

回 数     参加人数 
第1回 車 自転車 乗        出        32人 
第2回 学生 若者         地域 公共交通 11人 
第3回 

播磨町      地域公共交通 
10人 

第4回 4人 
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分類 主 意見 

普段 外出 

 町内 目的地    
 家            移動 多             同士 
移動 少   

 播磨町      医院 多   町外 大病院 行   不便 
 運転免許証 返納  後 不安 
 町内 日用品 揃      行 先 町外      
 公共施設（役場 図書館等）  交通手段    困  
 大  病院 行 交通手段       不安 

 
 主 意見（学生 若者         地域 公共交通）  
    私 感      播磨町 起  地域交通 課題    

分類 主 意見 

路線   

 Taco        延伸   他市 連携       
           間 駅 役場 店舗 結    走    
 幹線 結 支線交通 充実    
 敬老優待乗車券    料金施策    高齢者    利用 
      

 町 人口 考   小型    便 増       

     
 加古川市民中央病院      行               
    

    無        公共交通 思 切           

公 共 交 通  課 題  
将来像 

 運転手   利用者 減     数 減     利用   人
 利用       

    廃止    雨 日 移動手段   （自転車 使  
 ） 

 小 中学生 高校生   地域公共交通 使      
    利用者減少      撤退  自動車運転免許 持  
   人 困  播磨町  出        

 町内 魅力  施設 誘致  必要          
        必要    住民 安全安心 移動   乗 物 
考     重要 

          利点 活   歩      
  
    私 町長          解決       
    大       少 小  乗 物 運行  （大型運転免許 要   ） 
 自動運転    走    
 車 乗   人 本当    乗            良     
    良  便利  知      
 若者受       映   使     機能  加   
    乗  買 物 行  割引 買 物          
             活用       実施   
 運転手      思     環境    
 住民 移動販売 往診 増   
 地域  店 病院 増   
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2.11 交通事業者を取り巻く環境 

2.11.1 全国のバス事業者の９割以上が赤字 

令和3年度（2021年度）    乗合  事業 収支状況  94% 赤字事業者    
     

各交通事業者    路線  事業 赤字分  国 自治体   補助金  路線  以外
 事業（貸切   高速  等） 利益  補填（内部補助）      路線  事業 維持
 会社     維持 非常 難  状況       

 

2.11.2 バス事業者の乗務員不足 

  事業者  乗務員 必要 大型自動車第二種免許証 保有者及 新規取得者 減少
  高齢化 進行 伴  乗務員 慢性的 不足        乗務員不足 対応    場
合 路線  事業 乗務員数 応  規模 縮小    得     町内 路線   減便 
廃止 懸念      

  兵庫県    大型自動車第二種免許証保有者 減少傾向    保有者数 半数以
上 60歳以上         

 
出典 運転免許統計（平成 23 年度（2011 年度）版 令和 4 年度（2022 年度）版 警察庁） 

図 2-49 兵庫県における大型自動車第二種免許証保有者数及び新規取得者の推移 

図 2-48 路線バス事業者の収支状況（令和 3 年度（2021 年度）） 

出典  令和 4 年度交通 動向 及  令和 5 年度交通施策 
（交通政策白書）（令和 5 年（2023 年）6 月 13 日） 
国土交通省公表資料 
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出典 運転免許統計（令和 4 年度（2022 年度）版 警察庁） 

図 2-50 兵庫県における大型自動車第二種運転免許証保有者の年齢構成 

 

2.12 公共交通に関する取り組み 

2.12.1 地方バス等公共交通維持対策事業 

本町 住民    必要不可欠 生活  路線 維持確保 図    町内 運行  路線
  事業者 補助金 交付      令和4年度（2022年度）  年間約680万円（住民
1人   約196円/年） 負担     近年 負担額 増加傾向        負担金 町
内 運行  路線   赤字 全 補        路線  事業者 多額 赤字 負担   
 運行 続       

 
出典 播磨町資料 

図 2-51 地方バス等公共交通維持対策事業補助金の推移 
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2.12.2 はりまこうのとりタクシー事業（令和５年度～妊産婦応援タクシー利用助成事業） 

本町  平成28年度（2016年度）   妊婦 安心       医療機関  出産 迎
       出産時 産科医療機関  利用      費用 一部 助成       

令和５年度  対象者 助成内容 拡充       
■交付対象者 
  令和４年度（2022年度）    妊婦 
  令和５年度（2023年度）    妊婦及 産婦 
■助成内容 

 令和４年度（2022年度）   
出産時 産科医療機関  利用      費用（上限2,000円） 

 令和５年度（2023年度）   
出産時     妊婦健診 産後健診 乳幼児健診等 利用      費用（8,000

円（500円×16枚））※令和6年度   700円×16枚 
 

表 2-7 はりまこうのとりタクシー事業利用者数の推移 

年度 H28 
（2016） 

H29 
（2017） 

H30 
（2018） 

R1 
（2019） 

R2 
（2020） 

R3 
（2021） 

R4 
（2022） 

R5（2023） 
※11月末時点 

旧制度 新制度 
利用
者数 8人 5人 7人 4人 4人 6人 0人 2人 34人 

 
 

2.12.3 高齢者タクシー券の交付 

本町  令和2年度（2020年度）   高齢者等 移動 社会参加 支援        
 券 交付       

■交付対象者 
 令和４年度（2022年度）   75歳以上 方 
 令和５年度（2023年度）   75歳以上 方  

40歳以上74歳未満 要介護 要支援認定 受  方 
 ■助成内容 
 令和５年度（2023年度）   6,000円分（500円×12枚） 
 令和６年度（2024年度）   8,400円分（700円×12枚） 
 

表 2-8 高齢者タクシー券交付事業利用者数の推移 

年度 令和２年度 
（2020） 

令和３年度 
（2021） 

令和４年度 
（2022） 

対象者数 4,540人 4,733人 4,889人 
交付者数 2,908人 3,297人 3,598人 
交付率 64.1% 69.7% 73.6% 
使用率 29.6% 45.6% 47.2% 
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2.12.4 福祉有償運送 

障     方 介護保険 要介護 要支援      高齢者   一人  公共交通機関
 利用     困難 方 対   非営利法人 自家用自動車 利用  有償 移送    
 行       

表 2-9 福祉有償運送の運行実績 

運行事業者 会員数 運行実績 利用運賃 

播磨町社会福祉協議会 59人 408回
（2,386人） 

２㎞  300円 
以後１㎞   100円 
※目的地待機料   

                                       （令和4年3月末時点） 
 

2.12.5  福祉タクシー利用券の交付 

在宅 重度障  者（児） 生活行動範囲 拡大 社会参加        運賃 一部 
助成  福祉    利用券 交付       

■交付対象者 
 身体障害者手帳１ ２級 療育手帳Ａ 精神障害者保健福祉手帳１級 所持    方 
■助成内容 
 500円/枚（最大52枚）※令和６年度   700円/枚（最大52枚） 
 

2.12.6 介護サービス 

介護 要  高齢者 対    通院 日常生活 必要 外出時  介護保険    
 通院等    乗車又 降車 介助（通院等乗降介助）      提供        

  通院等    乗車又 降車 介助（通院等乗降介助）       
居宅要介護者   利用者 対   通院等    指定訪問介護事業所 訪問介護員等  
自  運転  車両  乗車又 降車 介助 行      乗車前若   降車後 移動等 
介助又 通院先若   外出先  受診等 手続 移動等 介助 行      

 

2.12.7 高齢者運転免許証自主返納奨励金 

高齢運転者   交通事故 減少 図    運転免許証 自主返納  運転経歴証明書
 交付 受  方  ICOCA   （5,000円分） 交付       

■交付対象者 
 満65歳以上 運転免許証 自主返納    方 
 運転経歴証明書 交付 受  1年以内 方 
      播磨町   他 自治体  同様 趣旨 補助等 受     方 

表 2-10 高齢者運転免許証自主返納奨励金申請件数の推移 

年度 令和２年度 
（2020） 

令和３年度 
（2021） 

令和４年度 
（2022） 

申請件数 154件 124件 117件 
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3. 現状・問題点を踏まえた課題 
前章 整理  現状 踏   本町    公共交通 取 巻 課題 以下    整理     
 

課題① 超高齢社会及 人口減少  対応 
 超高齢社会 将来人口 減少  
本町  令和2年（2020年）時点 高齢化率 21%以上  超高齢社会  突入   
   総人口  令和32年（2050年）  令和2年（2020年） 33,604人  約
18%減 27,485人  減少     予測      少子高齢化  対応 求    
   

   利用者減少   路線廃止  
社会情勢 変化 相    公共交通 利用者 減少傾向      特 路線     
   需要規模 応  減便 路線 廃止   懸念      

 高齢者 移動手段    発生  
現在 主 移動手段 自家用車 自転車 依存    高齢者  免許返納 身体機
能 低下    新  移動手段     生  可能性 高       

課題② 社会経済    等 変化  対応 
 交通    多様化  
少子高齢化 進行 産業構造 変化 新型       感染症 拡大 契機      
     働 方 変化   社会経済     転換  生  交通需要 量的 質的 
変化 交通    多様化 対応     必要    

 新技術導入 環境配慮  貢献  
生産年齢人口 減少 伴 担 手不足 解消等 向  新技術 導入  自家用車  
依存 抑制    等   SDGs 達成 向  脱炭素化 実現   社会情勢 変化 
 対応 求       

課題③ 公共交通 利用 不便 地域 移動手段確保 
 公共交通空白地域 存在  
本町       町域  JR山陽本線及 山陽電鉄 東西 大量輸送 支      
町内 循環  路線   隣接市町 結 路線   整備        駅   停  
一定 距離    公共交通 利用 不便 地域 一部存在       

課題④ 買 物 通院 移動支援 
 町外  買物 通院     対応  
本町               大型商業施設       隣接  市 比較的本町 近
 場所 大型商業施設 立地         買 物目的 外出先 町外   傾向  
       町外 医療機関 通院  方 一定数存在       

       輸送等 移動    提供  
一部 地域   無償 商業施設 病院 送迎       見受      併   食
料品 個配  往診 実施    医療機関 関  住民  情報提供 必要    
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課題⑤ 交通事業者 取 巻 事業継続上 課題  対応 
   事業 経営悪化 担 手不足  
路線   利用者 減少傾向    交通事業者 経営環境 厳  状況       
  乗務員不足 高齢化 深刻化  中  公共交通 担 手不足 問題   顕著  
       

 公共交通維持補助金 増加  
本町     路線 維持確保 図    町内 運行  路線  事業者 補助金 交
付      令和4年度（2022年度） 年間約680万円（住民1人   約196円/
年） 負担     負担額 増加傾向       

      利便性向上  
本町  複数 事業者      運行       配車依頼 集中  時間帯  配車
 断    得        十分      提供      状況   高齢者 増加 
    乗務員不足 予想   中  特 移動 困難 方 必要 移動手段      
      水準 維持 向上  必要       

課題⑥ 持続可能 公共交通          利用促進 
 日常 公共交通利用促進  
住民 多  自家用車 自転車 主 移動手段         将来高齢     外出
先 外出目的 変化         公共交通 転換   考    方 多 状況   
長期的 公共交通     水準 維持       日常的 公共交通 利用     
   肝要    利用促進 図    必要    
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4. 計画の基本方針と目標の設定 

4.1 基本方針 

上位計画 関連計画 本町    交通 課題 踏   本計画 基本方針 以下    
定     

 

4.2 計画目標 

基本方針 “移動     ” 生 出 “       ”     創  地域公共交通  実
現 向   ３章 示  課題 踏   本計画 目標 以下    定     

 
 
 
 
 

  

“移動     ” 生 出 “       ” 
    創  地域公共交通 

誰もが、いつまでも安心してこの町で暮らすためには、日々の外出や移動のための公共交通が
欠かせません。 

   公共交通 将来     維持                    利用     
のでなければなりません。 

 
このような誰もが、いつまでも、安心して、使いやすく、持続可能な移動手段であり、まちのにぎ

   支  公共交通 確保     重要      行政 交通事業者 関係団体 住
民        立場 主体的 関     重要       

 
本計画は「“移動のしやすさ”が生み出す“まちのにぎわい” みんなで創る 地域公共交通」を

基本方針として３つの計画目標に基づく施策を位置づけ、それぞれの主体に応じた取組みを明
確にし、今ある公共交通を維持し、活性化を図ることをめざします。 

計画目標 2 公共交通     持続的 提供 
○ 公共交通     持続可能         住民 交通事業者 行政 連携することで、そ

    担 役割 認識し、主体的に取り組みを展開できる仕組みを構築します。 
○ 中長期的 持続可能      に資する施策を推進するとともに、脱炭素社会に対応した公

共交通システムの構築を推進します。 
 

計画目標 3 誰  利用    交通環境    推進 
○ 公共交通の安全性・快適性の向上を図るため、バリアフリー化（＊6）等により交通環境を改善

します。 
○ 公共交通の日常利用 促進     利用者 利便性向上 資  施策 取 組   。 

計画目標 1 利便性 高 公共交通       構築 
○ 上位・関連計画との整合を図りながら、買い物や通院をはじめとした日常的な移動のニーズに

応  利便性 高 公共交通       構築     
○ 鉄道駅やバス停が近接していない公共交通 利用 不便 地域  いて、公共交通サービス

 維持 拡充    公共交通 利便性の向上を図ります。 
○ 近隣市町  連携 図     広域的 公共交通      を構築します。 
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4.3 公共交通の果たすべき役割・位置づけ 

本計画   国土交通省 示 図 4-1    地域公共交通 求    役割 踏   公
共交通  住民 生活交通手段 確保  高齢者 学生等 外出 支援     必要不可
欠 社会基盤 一     位置   公共交通 果    役割 明確化     

本町 上位計画    第５次播磨町総合計画   播磨町都市計画            
公共交通 位置   踏     公共交通 現状 住民   等 対応     公共交通 
 次 役割 果     期待      

 

 
※出典 国土交通省資料 

図 4-1 地域公共交通に求められる役割 

  

（＊7） 
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4.4 播磨町における「公共交通」の考え方と将来像 

本町    公共交通   鉄道 路線             公共交通   自家用車 
 移動 困難 高齢者 学生等 中心   移動手段 持   方 日常的 移動手段 確
保  交通空白地域      対応 強 求       

  高齢者 障  者 自立的 生活   環境整備 一環   移動手段 確保      
外出機会 創出   健康増進 介護予防 地域活性化 寄与     期待      

   利便性 効率性 観点   特定多数 対象   福祉交通 利用目的 限定的 
民間送迎     道路運送法上 許可 登録 要   輸送（無償輸送（      輸
送））  連携     必要 応  検討 進     
 

 

図 4-2 利用特性と輸送形態による公共交通手段の位置づけ 

 
各交通   （＊8） 機能 最大限 発揮       各交通   単独   利便性 生

産性 向上       各交通   間 役割 分担     地域全体 連携強化 図 必
要       

    本町 公共交通  現状 運行状況 役割 踏    広域基幹交通（鉄道）  
 広域基幹交通（  ）  基幹交通（  ）   地域内交通  機能分類  階層的    
    構築     

  

鉄道

路線  

コミュニティバス

乗合タクシー

需要の状況によりバスに
近い輸送形態もあるデマンド交通

自家用有償運送
（福祉有償運送など）

スクールバス・企業送迎バス・商業
施設の送迎バス

病院の患者送迎
福祉施設の送迎

【
利
用
者
特
性
】

〔
特
定
〕

〔個別輸送〕
（輸送密度 低）

【輸送形態】 〔乗合輸送〕
（輸送密度 高）

〔
不
特
定
〕

タクシー
(法人・個人)

道路運送法上 許可 
登録を要しない輸送

※１※１

道路運送法上 対応

４条許可

79条登録

その他

公共交通

必要に応じて連携マイカー
（送迎など）

※２

※１ 様々 運行形態 行     
（無償 場合 道路運送法 対象外）

※２ 互助   輸送
（≒無償によるボランティア輸送等）

タクシー
(介護タクシー)
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表 4-1 播磨町における公共交通の役割分担と位置づけ 

機能分類 役割 対象 

広域基幹交通 
（鉄道） 

 町内 他市町 結  本町 骨格 形
成  重要 役割 担  広域的 公
共交通 軸    

JR 山陽本線 
山陽電鉄本線 

広域基幹交通 
（  ） 

 町内 隣接市町 結  本町 骨格 
形成  重要 役割 担  鉄道 補
完  広域的 公共交通 軸    

神姫  （加古川市方面（東加
古川駅 県立加古川医療    
方面等） 明石市方面 稲美町
方面） 

基幹交通 
（  ） 

 町内各地域 結  鉄道駅間     
 機能（＊ 9）  担    町内 基幹軸
    

神姫  （新島循環線） 

地域内交通 

 路線   乗 入 困難 地域 生活
圏内 移動 支  最寄 鉄道駅等 
拠点      手段 担  

       他 公共交通機関 運行 
    時間帯 補完  住民 移動 
   対 柔軟 対応可能 移動手段
 担  

町内 各地域     応   新
  交通         等 運
行    補完的 公共交通   
  提供     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-3 播磨町における将来の公共交通ネットワークイメージ 
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計画目標１ 

利便性 高  
公共交通       構築 

施策１:地域特性に応じた持続可能な公共交通ネットワークの構築 

施策２:新たな交通システムの導入 

施策３:隣接市町との連携による交通ネットワーク構築に向けた検討 

施策４:交通事業者等への支援 

施策５:公共交通乗務員等の確保対策 

施策７:公共交通の利用促進に向けた情報提供等の機会の充実 

計画目標 2 

公共交通      
持続的 提供 

施策６:人や環境に配慮した車両の導入支援 

施策８:交通系 IC カード（＊10）の普及促進 

施策９:バス停留所安全性確保対策の実施 

計画目標 3 

誰  利用     
交通環境    推進 

5. 取り組みの施策体系と取り組むべき施策 
本町 目指 計画 基本方針 “移動     ” 生 出 “       ”     創  

地域公共交通  実現       以下 施策 取 組     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1 本計画の施策体系 
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5.1 各主体の役割 

本計画 実現  将来     持続可能 公共交通 確保        住民   交通事
業者   行政      果    役割 十分 理解 認識  上  協働 連携  必要  
     

 
   地域公共交通  医療 福祉 面  高齢者 外出機会 増加 健康維持 自由 

移動        QOL（Quality Of Life 生活 質） 向上       面  拠点等 
        創出 環境面  CO2  削減 交通渋滞 抑制   多様 分野 地域 支 
          関連  各分野 連携    公共交通 取 巻 施策 推進  必要   
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典        効果（＊11） 地域公共交通 赤字＝廃止       
（平成 30 年（2018 年）3 月 近畿運輸局） 

図 5-2 公共交通政策と関係する行政分野の概念  
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5.2 計画目標１：利便性の高い公共交通のネットワークの構築 

5.2.1 施策１：地域特性に応じた持続可能な公共交通ネットワークの構築 

本町 面積 9.13km2 兵庫県内 最 小     内3割 海 埋 立  人工島    
全体的 平坦 地形  町域 大部分 標高10ｍ未満   地域特性 対応  各地域  
拠点   移動及 町外  移動手段 確保     広域基幹交通 基幹交通 地域内交通
 役割分担 明確化  連携 共存   持続可能 公共交通       構築     

   連携 共存   持続可能 公共交通       構築  拠点       確保  
      拠点    居心地が良く歩きたくなるまちづくり（ウォーカブルなまちづく
り）等に寄与することが期待されます。 

表 5-1 播磨町における持続可能な公共交通ネットワーク構築の方向性 

  

交通モードの役割とネットワーク構築の方向性
対象の

交通モード
機能
分類

・ 広域基幹交通（鉄道）は町内と他都市を結び、本町
の骨格を形成する重要な役割を担い、広域的な公共交
通の軸として、通勤・通学等住民生活 支    を目的
とします。このことから、サービス水準を維持・充実するため、
住民 公共交通 利用      、交通事業者と町が
連携し、路線 維持    、見直 、効率化    
検討します。

・JR山陽本線
・山陽電鉄本線

広
域
基
幹
交
通
（
鉄
道
）

・ 広域基幹交通（バス） 町内 隣接市町 結 、本町
の骨格を形成する重要な役割を担い、鉄道を補完する
広域的な公共交通の軸として、通勤・通学等住民生活
を支えることを目的とします。このことから、サービス水準を
維持・充実するため、住民 公共交通 利用      、
交通事業者と町が連携し、路線 維持    、見直 、
効率化    検討   。

・ 広域基幹交通   路線  「土山駅南口 加古川駅
線」、「土山駅 上新田北口線」、「土山駅 母里線」、
「土山駅 明石駅前線」は、町内 隣接市町 結 、本
町の骨格を形成する重要な役割を担い、鉄道を補完す
 広域的 公共交通 軸 担 路線  。しかし、事業
者単独   路線 維持 困難       、地域公
共交通確保維持改善事業費補助金（地域間幹線系
統）を活用し、安定的な確保・維持をめざします。

・ 本町の「広域基幹交通」    土山駅南口 播磨町
役場間において、日中1時間あたり1本程度     水
準 確保 向  検討 行   。

・路線  （加古川駅方面
（東加古川駅・県立加古川
医療    方面等）、明石
市方面、稲美町方面）

広
域
基
幹
交
通
（
バ
ス
）

・ 生活圏内    移動 利便性 向上 、まちづくり支
援及びにぎわいの創出を図るため、持続可能な交通シス
テムの構築を図るとともに、需要規模 応  適切 交
通    配置 向  検討 行   。

・乗用タクシー
・新たな交通システム

地
域
内
交
通

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)

○ ○
兵庫県、国土交通省

明石市、加古川市、稲美町

実施主体 実施スケジュール

調査・検討・実施
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(1) 広域基幹交通（バス）の地域間幹線系統について 

近隣市町 跨 地域間幹線系統  地域間 交流 活性化      重要 路線   位
置         一方  自治体 事業者 経営努力       路線 維持     難
   地域公共交通確保維持改善事業（＊12） 活用  路線 維持  必要       

対象   系統  以下          必要 応  播磨町地域公共交通活性化協議会
    見直  行     
 

表 5-2 地域間幹線系統の対象 

 
令和 6 年度補助路線（見込 ） 

 
(2) 地域間幹線系統図（全体） 

 

※国土地理院地図     作成 

図 5-3 確保・維持の必要な交通事業者が運行する広域幹線交通 

  

No 運行事業者 運行系統名 起点 主な経由地 終点 キロ程
(km)

うち播磨町
(km)

補助事業
の活用

① 神姫バス㈱ 土山駅南口 加古川駅 土山駅南口 東加古川駅 加古川駅 8.7 2.1 幹線補助

② 神姫バス㈱ 土山駅 上新田北口 土山駅 天満小学校 上新田北口 8.4 0.2 幹線補助

③ 神姫バス㈱ 土山駅 母里 土山駅 川北口 母里 7.7 0.2 幹線補助

④ 神姫バス㈱ 土山駅 明石駅前 土山駅 西明石駅 明石駅前 13.8 0.2 幹線補助
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(3) 地域間幹線系統図（個別） 

 

 

 

  

※国土地理院地図     作成 
  

No 運行事業者 運行系統名 起点 主な経由地 終点 キロ程
(km)

うち
播磨町
(km)

補助事業の活用

① 神姫バス
(株)

土山駅南口 
加古川駅 土山駅南口 東加古川駅 加古川駅 8.7 2.1

土山駅南側の複合商業施設ＢｉVｉ土
山・はりま病院及び加古川市域にある大型

商業施設への移動手段を確保するため
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※国土地理院地図     作成 

 
  

No 運行事業者 運行系統名 起点 主な経由地 終点 キロ程
(km)

うち
播磨町
(km)

補助事業の活用

② 神姫バス㈱ 土山駅 
上新田北口 土山駅 天満小学校 上新田北口 8.4 0.2 稲美町役場周辺の中心市街地から土山駅

への通勤及び通学手段を確保するため

③ 神姫バス㈱ 土山駅 母里 土山駅 川北口 母里 7.7 0.2 母里地区  土山駅  通勤及 通学手
段を確保するため
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※国土地理院地図     作成 

 

  

No 運行事業者 運行系統名 起点 主な経由地 終点 キロ程
(km)

うち
播磨町
(km)

補助事業の活用

④ 神姫バス㈱ 土山駅 
明石駅前 土山駅 西明石駅 明石駅前 13.8 0.2 土山駅 明石駅 西明石駅 大久保駅 

起点とする通勤及び通学手段を確保するため
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5.2.2 施策２：新たな交通システムの導入 

鉄道駅及   停  一定 距離   公共交通空白地域 対象    最寄 鉄道駅 拠
点  移動 利便性向上 日常生活    移動 支     交通手段   適正 役割分
担 配慮    地域 実情 応   新  交通        補完的 公共交通     
提供        

 
 
 事例 既存 路線   考慮  新  交通     導入（稲美町） 

稲美町   町 主要公共交通   路線  （神姫  ） 守    買 物 通院等 
日常生活    移動 確保 図            型乗合    （＊13）          
令和２年（2020 年）12 月  令和 4 年（2022 年）3 月   社会実験 経  令和 4
年（2022 年）4 月  本格運行 移行       

    型乗合               町内 路線   行   目的地 出      
公共交通   位置      自宅及 目的地 共   停  半径 300m 圏内    路線
   乗 換     移動   目的地       型乗合                 路
線   利用             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典 稲美町 HP 

図 5-4 稲美町デマンド型乗合タクシー「あいのりいなみ」の運行概要 

  

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)

○ ○ ○

実施主体 実施スケジュール

実証実施調査・検討 導入
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5.2.3 施策３：隣接市町との連携による交通ネットワーク構築に向けた検討 

近隣市町        （＊14） 連携  交通       構築       明石市 加古
川市 協議  各市 運行            （明石市         Taco（  ）    
加古川市                     ） 延伸 可能性 探  隣接市町  交通  
  向上 検討 行     

 
 

 事例 隣接市町  連携            運行（加古川市 播磨町） 
加古川市   平岡東地区     特 加古川    以北 地区    高齢化 進行

 公共交通 利用          鉄道駅 商業施設等  移動 困    高齢者 多  
    踏   当該地区 公共交通空白地域及 不便地域 解消 図          平
岡東    令和 3 年（2021 年）2 月  運行       

      平岡東     加古川市平岡東地区 最寄 鉄道駅   JR 土山駅南口 経
由            播磨町内 乗 入  形 運行     JR 土山駅南口  加古川市
内         東加古川                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典 加古川市 HP 

図 5-5 かこバスミニ平岡東ルートの運行概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-6 土山駅南口を発着するかこバスミニ 

  

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)

○ ○
兵庫県、国土交通省

明石市、加古川市、稲美町

実施主体 実施スケジュール

実施
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5.3 計画目標２：公共交通サービスの持続的な提供 

5.3.1 施策４：交通事業者等への支援 

町内 隣接市町 結 路線    恒常的 赤字状態    厳  経営状況        
町内 運行  路線  事業者 地方  等公共交通維持対策事業   補助金 交付  
     

基幹交通   路線   維持 確保 向  現行   事業者  支援 在 方 検討 
行  効率的 効果的 支援 努     

   買 物  移動     店舗  送迎 通院  病院  送迎 往診   日常的 
移動手段 確保 外出 困難 方 向  支援策 検討     

 
 

 事例 民間事業者   買 物難民  支援 
本町周辺 民間事業者   高齢者等 中心   食料品 日用品 購入 不便 苦労 

感  方  支援 目的  移動販売 店舗  送迎 実施       
 

●   丸（移動    ） 
        加古川店 提携     食料品 日用品等 積

 込       各家庭 前 訪問  外出   買 物 出来  
    実施       

 
●買   行   （店舗  送迎） 

 生活協同組合         高齢者 障  者 妊娠中 方
   自動車 自転車 利用 難   日常 買 物  困  組合
員 対象  週 1 回 無料 自宅  店舗 送迎       実
施      本町         播磨 送迎     実施   
    

 
 
 
 
 

  

出典    丸 HP 

出典 生活協同組合      

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)

○ ○
兵庫県

国土交通省

実施主体 実施スケジュール

検討・実施
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5.3.2 施策５：公共交通乗務員等の確保対策 

乗務員不足 深刻 状況      問題 対応    場合   路線 規模 乗務員数
 応 縮小    得       全国的  事業 撤退   路線 廃止 減便及      
配車台数 減少        低下 見受       

本町 運行  交通事業者 乗務員不足 問題 対応  必要      交通事業者 
国及 県   関係機関 連携  乗務員確保対策 実施 交通事業者等 対 従業員 第
二種運転免許 取得促進  運行体制 確保 向  取 組 支援 検討     

   将来 公共交通利用者        担 手   可能性   子   対象     
         等   PR 実施 努     

 
 

 事例       及 交通事業者  連携   就職相談会 開催（西宮市） 
西宮市   路線   運転士確保 向           事業者 協力     運転士

   働      興味   人及 運転 仕事 探    人 対象  就職相談    開催
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典 西宮市 HP 

図 5-7 路線バス運転士就職相談フェア開催案内チラシ 

 
 

  

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)

○ ○
兵庫県

国土交通省

実施主体 実施スケジュール

検討・実施
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5.3.3 施策６：人や環境に配慮した車両の導入支援 

誰       （＊15）  安全 快適 公共交通 移動   環境 確保          
       （＊16） 実現 向   CO２等 大気汚染物質 排出   環境整備 求   
   誰  利用    環境 配慮  車両導入（        認定（＊17） 受  EV   
（＊18）  ） 向  支援 検討     

 
 事例 西日本初   燃料電池   導入（神姫  株式会社 兵庫県 姫路市） 

姫路市  水素 空気中 酸素   発電  電気 力 走  燃料電池     令和 3 年
（2021 年）4 月   姫路駅 書写山      線 中心 神姫  株式会社   運行 
       

燃料電池    一般的    比   CO2  年間約 40   削減          地球環
境 配慮     一        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典 姫路市 HP 

図 5-8 姫路市内の路線で運行している燃料電池バス 

 
  

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)

○ ○
兵庫県

国土交通省

実施主体 実施スケジュール

調査・検討 検討結果に
基づき実施
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5.4 計画目標３：誰もが利用しやすい交通環境づくりの推進 

5.4.1 施策７：公共交通の利用促進に向けた情報提供等の機会の充実 

公共交通  普段  利用  地域住民     観光客     客等 来訪者   全 
 利用者 分     使    必要       

誰  鉄道 路線       等 公共交通 運行情報 簡単 入手      公共交通 
  （＊19） 作成及 町      等 多様     活用  情報提供 行     

   公共交通 利用促進 図     交通事業者等 連携   子   高齢者 対象 
   乗 方教室     （            （＊20）） 実施     

 
 

 事例 公共交通    作成 配布（大阪府豊中市） 
豊中市         頼     移動   交通体系 整備  取 組          

    公共交通     身近 移動手段    利用        路線   豊中市乗合 
    Mina Notte（     ）    情報 掲載  公共交通    作成       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典 大阪府豊中市 HP 

図 5-9 豊中市公共交通マップ 

 
  

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)

○ ○

実施主体 実施スケジュール

実施
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5.4.2 施策８：交通系 IC カードの普及促進 

鉄道 路線   利用促進 図     既 導入     交通系 IC     活用  割引
制度 定期券等 情報提供 行  交通系 IC     普及促進          通学  利
用促進 高齢者 外出機会 増進 図     定期券 購入助成等     検討     

 
 

 交通事業者 取 組   神姫  交通系 IC        乗継割引（神姫  株式会社） 
神姫     交通系 IC     NicoPa  神姫   60

分以内（降車  次 乗車  ) 乗 継   利用    
 場合 2 乗車目 運賃  自動的 80 円（小児 障  
者 40 円）割引  乗継割引 実施      往復乗車
 場合   割引適用       

 
 

出典 神姫  株式会社 HP 

図 5-10 神姫バス交通系 IC カード「NicoPa」 

 
 事例 高齢者外出支援事業   hanica        購入費助成（猪名川町） 

町内 居住    高齢者 対  
交通費 一部 助成        
高齢者 外出 支援       
社会参加 促進並  高齢者  
 交通事故 抑制 図    目的
     高齢者外出支援事業  
実施      70 歳以上 1 年
以上猪名川町 住    方 対
象  令和 3 年（2021 年）4 月
  hanica        購入費助
成 開始       

 
 

出典 猪名川町資料 

図 5-11 hanica グランドパスの購入費助成の告知ポスター 

  

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)

○ ○

実施主体 実施スケジュール

検討・実施
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5.4.3 施策９：バス停留所安全性確保対策の実施 

町内   停留所安全性確保対策 必要 箇所     町   事業者 十分 連携 図
     看板 設置 車内放送   注意喚起 含     対策 継続的 実施       
適切 地点  移設等 検討     

町  関係各所  協議 行       事業者   取 組  支援     
 
国土交通省   横断歩道 交差点 近接    停留所  安全性確保対策 交通事

業者等 求      町内   下記   停 抽出             ･   両面 安
全対策 進     

 
 播磨町駅南（東加古川駅方面 C    ） 安全啓発掲示物   注意喚起 
 播磨町駅南（土山駅南口方面 C    ） 安全啓発掲示物   注意喚起 
 宮北公民館前（東加古川駅方面 B    ） 安全啓発掲示物   注意喚起 
 

  停 安全対策 抽出条件     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  停留所安全性確保対策    安全上 優先度 判定方法 
 Ａ     

○ 過去３年以内 停車     要因   人身事故 発生      停留所 
○      停留所 停車  際 横断歩道   車体      停留所 

 Ｂ     
○ Ａ   以外       停留所 停車  際 横断歩道 前後５ｍ 範囲   車体    

  停留所 
○ Ａ   以外       停留所 停車  際 交差点   車体      停留所 

 Ｃ     
○ Ａ又 Ｂ   以外       停留所 停車  際 交差点 前後５ｍ 範囲   車体 

     停留所 
○ Ａ又 Ｂ   以外  地域住民等 意見 各都道府県 実情 応  抽出    停留所 

出典     停 安全対策 抽出条件     及    停留所安全性確保対策    安全上 優先度 判
定方法     （国土交通省資料）  

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)

○ ○ ○
兵庫県

国土交通省

実施主体 実施スケジュール

調査・検討・実施
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5.5 実施主体と実施スケジュール 

本計画 基本方針 実現       住民 交通事業者 行政 協働         役
割 認識    一体    取 組     適切 進行管理 行    不可欠   以下 示
 取 組   施策     実施主体 実施       基   各施策 取 組  推進  
      

 
表 5-3 実施主体と実施スケジュール 

 
 

住民等 交通
事業者 町 その他 R6

(2024)
R7

(2025)
R8

(2026)
R9

(2027)
R10

(2028)
施策１
地域特性に応じた持続可能な公共交通ネットワークの構築 ○ ○

兵庫県、国土交通省
明石市、加古川市、稲美町

施策２
新たな交通システムの導入 ○ ○ ○

施策３
隣接市町  連携   交通      構築 向  検討 ○ ○

兵庫県、国土交通省
明石市、加古川市、稲美町

施策４
交通事業者等への支援 ○ ○

兵庫県
国土交通省

施策５
公共交通乗務員等の確保対策 ○ ○

兵庫県
国土交通省

施策６
人 環境 配慮  車両 導入支援 ○ ○

兵庫県
国土交通省

施策７
公共交通 利用促進 向  情報提供等 機会 充実 ○ ○

施策８
交通系ICカードの普及促進 ○ ○

施策９
  停留所安全性確保対策 実施 ○ ○ ○

兵庫県
国土交通省

実施スケジュール

計画目標１
利便性 高 
公共交通ネットワークの構築

計画目標２
公共交通サービスの
持続的な提供

計画目標３
誰  利用    
交通環境づくりの推進

計画目標 取組むべき施策
実施主体

実施

検討・実施

検討・実施

検討・実施

調査・検討・実施

実施

実証実施

調査・検討・実施

調査・検討

調査・検討 導入

検討結果に
基づき実施
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6. 計画の達成状況の評価 

6.1 計画の進行管理 

計画 推進       PDCA     （計画（Plan） 実施（Do） 評価（Check） 
改善（Action）） 基   地域公共交通活性化協議会     計画 進捗確認 効果 
検証 評価 行         

  第 5 次播磨町総合計画 播磨町都市計画       等 上位計画 関連計画 改
定 国 兵庫県    関連法令 計画 見直  社会情勢 変化   配慮  適宜本計画
 見直         

 

 

図 6-1 PDCA サイクルによる施策の推進・評価 
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6.2 評価指標と目標値の設定 

6.2.1 指標・目標値の必要性 

計画目標 達成 向  取 組   施策       効果 確認      状況 応  
       修正 施策内容等 見直        

  住民 対   計画 取 組 状況 伝       利用者 立場 積極的 公共交通
 利用  意識 醸成     

事業実施主体  施策 効果 確認          施策 実施 見直  向      
   （動機  ）      

 指標 明示化 （施策 事業 実施   発生  効果 成果 表      指標  ） 
求       可能 限 定量的       指標 設定     

 

6.2.2 指標・目標値の設定 

本計画    基本方針及 取 組   施策 踏   各計画目標 係 評価指標 以下
    設定     

 
評価指標① 住民満足度調査    公共交通 満足度 

関連  計画目標 1 2 3 
現状値（令和 5 年度） 

2.7 
  

目標値（令和 10 年度） 
2.7   増 

使用    播磨町住民満足度調査 
公共交通       構築     水準 維持 向上   町内 公共交通 

   利便性 確保  住民     対応 効果 測 指標    播磨町住民満
足度調査    公共交通 満足度（５段階評価） 設定    本計画 位置
   施策 推進    令和 5 年度 満足度   2.7   向上      目標 
     

 
評価指標② 鉄道 乗車人員  関連  計画目標 1 2 

現状値（令和 4 年度） 
5,324 千人/年 

  
目標値（令和 10 年度） 
5,324 千人/年 以上 

使用    播磨町統計書 JR 土山駅 山陽電鉄播磨町駅 乗車人数  
町域 跨 広域基幹交通 位置     鉄道 利用状況 測 指標    町

内 交通結節拠点   JR 土山駅及 山陽電鉄播磨町駅    乗車人員 設
定    基幹交通       地域内 公共交通 機能強化等    外出機会
 増加 鉄道駅      手段 改善 期待        令和４年度 鉄道 
乗車人員   5,324 千人/年以上 目標      
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評価指標③ 路線   利用者数  関連  計画目標 1 2 3 
現状値（令和 3 年度） 

52 千人/年 
  

目標値（令和 10 年度） 
52 千人/年 以上 

使用    播磨町統計書   運行状況  
適切 機能分担   地域公共交通       構築     地域住民 公共

交通 対  意識醸成   利用機会 増加状況 測 指標    路線   利
用者数 設定    少子高齢化 運転手不足   地域公共交通 維持 確保
 今後    厳    一方 住民     地域特性 対応  公共交通   
  提供  地域住民 自 公共交通 利用 支     当事者意識  持    
   路線   利用促進 期待        令和３年度 路線  利用者数 
  52 千人/年以上 目標      

 
評価指標④ 路線   利用者 1 人    行政負担額  

関連  計画目標 1 2 
現状値（令和 3 年度） 

123.3 円/人 
  

目標値（令和 10 年度） 
現状維持 

使用    地方  等公共交通維持対策事業補助金額÷路線  利用者数 
持続可能 公共交通 構築 向  運行効率性 向上 測 指標    路線

  利用者 1 人    行政負担額 設定    本町 実施    地方  等公
共交通維持対策事業 補助金額 今後 増加 見込   中 路線   利用
者 増加 行政負担 軽減   経済性 効率性 高 運行     令和 3 年
度 路線  利用者 1 人    行政負担額   123.3 円/人 維持 目標  
    

 
評価指標⑤ 町内 走行  補助対象系統 収支差  

関連  計画目標 2 
現状値（令和 5 年度） 

▲9,512 千円 
  

目標値（令和 10 年度） 
▲10,925 千円 以下 

使用    交通事業者   各補助対象系統 事業実績（前年度 10 月  補助年度 9 月） 
  路線 維持 係 赤字負担 軽減  路線  事業 効率化 測 指標  

  町内 走行  補助対象系統 収支差 設定    燃料費 高騰 乗務員
等 待遇改善   人件費 増加    路線     単価(1km走行     
  経費)  年々増加傾向      直近3年間   単価 上昇 加味    
計画期間中 約1,766千円 事業費 増加 見込      

本計画 位置   施策 事業 取 組  事業費 増加 20%減少（1,413
千円 事業費増）       令和10年度 赤字額 10,925千円以下 抑  
   目標      
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（参考 1）計画策定までの経緯 

播磨町地域公共交通計画       地域公共交通 活性化及 再生 関  法律 第
６条第１項 規定 基  組織   播磨町地域公共交通活性化協議会    協議 経 
策定       構成員  下表        

 
◎ 会長 ○ 副会長 

委員 区分 委員（令和 6 年 1 月現在） 

学識経験者 
近畿大学 総合社会学部 
総合社会学科 
環境      系専攻 准教授 

◎北川 博巳 

住民又 利用者 

播磨町自治会 

中島 直實（南部    区） 
尾﨑 敏（東部    区） 
福壽 実（西部    区） 
伊部 豊昭（野添    区） 

播磨町社会福祉協議会 
生活支援         安川 尚希 

播磨町新島連絡協議会 
交通部会長 ○富澤 真 

播磨町商工会 理事 米田 隆敏 

交通事業者 

（公社）兵庫県  協会 
専務理事 

新屋敷 昭一 
（前任者 水田 節男） 

（一社）兵庫県    協会 
東播支部 梅澤 宏行 

神姫  （株） 
加古川営業所 所長 日野 真輔 

神姫   労働組合 組織部長 山本 記義 
西日本旅客鉄道（株） 
近畿統括本部兵庫支社 
副支社長 

秋元 勇人 
（前任者 田渕 弘樹） 

山陽電気鉄道（株） 
鉄道事業本部 
安全推進 企画部      

伊藤 光一 

町 播磨町 副町長 平野 祐次 

国 国 土 交 通 省 神 戸 運 輸 監 理 部
兵庫陸運部 企画調整官 

中西 克之 
（前任者 田橋 一） 

道路管理者 
兵 庫 県 東 播 磨 県 民 局 加 古 川
土木事務所 所長補佐 藤澤 伸和 

播磨町都市基盤部 部長 坂上 哲也 

公安委員会 兵庫県加古川警察署 
交通第一課 課長 寺谷 智哉 

（敬称略 順不同） 
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播磨町地域公共交通計画 策定経緯  下表 通     
 

年月日 会議等 内容 
令和 5 年 
3 月 20 日 

令和 4 年度第 1 回播磨町地域公
共交通活性化協議会  協議会 立 上  

7 月 6 日 令和 5 年度第１回播磨町地域公
共交通活性化協議会 

 計画策定       等     
 公共交通 取 巻 現状     
 各種調査 進 方     

7 月   利用実態調査  土山駅南口 起終点   路線 
  利用実態調査 実施 

８月 4 日 22 日 住民     調査  住民 移動実態 新  交通  
  等 関        実施 

８月 3 日 民生委員 児童委員     調査 
 地域 実情   知 民生委員 児
童委員 住民 移動実態 関  
      実施 

10 月 7 日 14 日 住民意見交換会（計 4 回）  今後 公共交通   方    考
  意見交換会 実施 

10 月 24 日 総務建設常任委員会  住民     調査結果概要   
  

11 月 16 日 令和 5 年度第２回播磨町地域公
共交通活性化協議会 

 各種調査結果     
 地域公共交通計画 骨子案  
   

令和 6 年 
1 月 18 日 

令和 5 年度第 3 回播磨町地域公
共交通活性化協議会 

 地域公共交通計画（素案）  
   

1 月 23 日 総務建設常任委員会  地域公共交通計画（素案）  
   

2 月 1 日 22 日          実施 

3 月 21 日 令和 5 年度第 4 回播磨町地域公
共交通活性化協議会 

           対応     
 地域公共交通計画 策定     

4 月 播磨町地域公共交通計画 公表  
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（参考 2）用語集 

＊1           P1  
自動車 利用 保有 広 普及  自家用車 生活必需品       

 
＊2 持続可能 開発目標（SDGｓ） P2  

Sustainable Development Goals  略語 2015 年 9 月 国連     加盟国 全
会一致 採択    持続可能 開発目標     17      169         構成 
  地球上  誰一人取 残   （leave no one behind）    誓      

 
＊3 国勢調査 P9  

総務省統計局 ５年   全国民 対象   地域分布 基本的特性 経済的属性 住
宅環境等 調査  統計     

 
＊4 少子高齢化 P10  

出生数 減少 子   割合 低下      平均寿命 延      高齢者 割合 
増加      

 
＊5 端末交通 P25  

複数 交通手段 用  特定 目的地 移動  場合     出発地 目的地  鉄道
 広域路線     代表交通     公共交通     

 
＊6        P48  

障     人 社会生活     上 障壁（   ）      除去     意味  
人々 移動時 障壁             （      ）    

 
＊7          P49  

徒歩   移動性 重視  様々 機能 比較的小      高密 詰     都市形
態     

 
＊8 交通    P50  

徒歩 鉄道 路線  等 交通手段     
 
＊9       P51  

交通網     幹線交通 接続  支線 役割 持  運行   交通     
 
＊10 交通系 IC     P52  

                鉄道 路線          運賃 支払    出来 ＩＣ
（集積回路） 組 込        
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＊11        効果 P53  
地域公共交通 廃止   場合  各分野（医療 教育 観光  ）       代替 
  施策 実施 要  費用（分野別代替費用）  地域公共交通 運行 対  行政
 負担    費用（財政支出） 比較       把握    地域公共交通 多面的
 効果     

 
＊12 地域公共交通確保維持改善事業 P55  

地域特性 実情 応  最適 生活交通       確保 維持     地域間交通 
      形成  地域間幹線系統 運行 支援  事業  

 
＊13     型乗合     P59  

         送迎 行      準  利便性  乗合 低料金      準  特徴 
兼 備  移動      

 
＊14          P60  

地域住民 利便性 寄与     目的    地方公共団体 関与  運行    乗合
    

 
＊15       P63  

複数     間       除  容易 複数      利用           指  
交通      化   複数 交通手段 接続性 改良     言   

 
＊16            P63  

温室効果   排出量 吸収量 均衡       
 
＊17          P63  

床面 超低床構造   乗降         高齢者 児童  乗 降  容易    車
内段差 僅少   設計    乗降時 走行時  安全性 高 車両  

 
＊18 EV    P63  

100%電気   動       軽油   燃料 燃   走           環境負
荷 低  静音性 運転性能 優      

 
＊19 公共交通    P64  

地域 提供     全  公共交通         一枚 紙   一  Web    等
     案内        

 
＊20              P64  

当該 地域 都市   過度 自動車 頼 状態     公共交通 徒歩   含  多
様 交通手段 適度 （＝    ）利用  状態   少   変    一連 取 組 
 意味      一人一人 住民 一 一  職場組織等  環境 健康   配慮  
交通行動 働    自発的 行動 転換 促    取 組   
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